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【実施内容】 

 本プログラムは、放射線検出器の製作を通じて、放射線の性質や応用についての理解を深め、さらに“もの

づくり”の楽しさや難しさについても体験してもらうことを目的として、主に高校生を対象に企画した。開催当日

の受講者数は、高校 1、2 年生の生徒 17 名（内女子 5 名）であった。プログラムの実施は、昨年度と同様のス

ケジュールで進行したが、放射線検出器 1 台あたり２名（昨年度は 4 名）で製作できるよう受講者数を調整し、

放射線検出器の構造をより深く理解させることにした。 

 

 

 

 

 午前の部、田中敏宏工学研究科長より開講の挨拶をいただいた後、講義①「放射線の基礎と最先端技術」

では、科研費に採択された最先端の研究「BNCT のためのホウ素濃度比（T/N：腫瘍・正常細胞比）リアルタイ

ム測定手法の開発」の研究成果について、放射線の基礎を分かりやすく解説するなど、高校生にも理解しても

らえるよう配慮しながら大学の模擬講義を行った。最新のがん治療法として注目されているホウ素中性子捕

捉療法（BNCT）については、今回も受講者から高い関心を得られると同時に、放射線そのものについて関心

を新たにする受講生もいた。実習①「霧箱を使って放射線を観察しよう」では、予め加工された霧箱材料を受

講者自身が組み立て、トリウムが含まれるガスマントル繊維を線源に、アルファ線・ベータ線の飛跡観察を試

みた。放射線の飛跡観察は、空気中における放射線の電離作用を受講者に直感的にイメージさせるので、放

射線検出器の動作を説明する上で非常に役立っている。 

【当日のスケジュール】 

模擬講義の様子。最新のがん治療であるホウ素中性子補足療法

(BNCT)に関心を持つ受講生は多い。 



 午後の部、講義②「放射線検出器を作ろう」では、霧箱の実習を踏まえ、製作する放射線検出器の構造・原

理について簡単な解説を行った。本プログラム用に開発した“ガイガーカウンター製作キット”は、陰極にステ

ンレス管、陽極に細いタングステンワイヤーを用いた検出器本体と、放射線による信号を計数するパルスカウ

ンター（電子回路）で構成されおり、アルファ線を検出することができる。実習②「放射線検出器：ガイガーカウ

ンターを作ろう！」では、パルスカウンターの製作から取り組んだ。製作時間は、高校生を対象に 2 時間程度を

見込んだ。主な作業は半田付けで、作業前に半田付けのコツや注意点をなどの講義を行っている。座学とは

異なり、自分で工夫しながら作業を進めていく楽しさをどの受講者も感じたようで、今回も非常に好評であっ

た。検出器本体を完成させた後、標準線源を用いたアルファ線の計測を試みた。陽極に印加する高電圧の取

り扱いは、専門の技術職員が行っている。今回、あいにく室内雰囲気の状態が悪く、そのままではアルファ線

の検出ができず、念のため用意していたアルゴンガスで置換して漸く計数が得られた組もあったが、ステンレ

ス管の開口端に線源を近づけるとパラパラと LED が点滅し始める様子を受講者に示すことができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電子部品の写真を載せた実体配線図を用意。配線

パターンが施された基板上に電子部品を配置して

半田付け作業を行う。

完成したパルスカウンターは、手動で計数させるこ

とが可能。正しく２進数表示されているか動作確認

を行う。 

放射線検出器本体の製作。ドライバーとペンチのみ

で組み立てられるように加工している。 

パルスカウンター製作キット 

完成した放射線検出器本体 標準線源からのアルファ線を計測。パルス

カウンターの LED が点滅して計数を示す。 



 

 プログラム終了時には、創造工学センター大須賀公一センター長より受講者全員に“未来博士号”が授与さ

れた。アンケート結果では、プログラムについて、“とてもおもしろかった”が、７名、“おもしろかった”が、１０名

と好評であった。意見・感想では、“半田付けをした時に正常に動かなかったが、いろいろ調べていって原因を

つきとめた時が楽しかった。工学系の仕事に就きたいと思っているので、またこのような機会があれば参加し

たい。”や、“放射線については、原発で聞いたり、少し授業で扱っていたりした程度でしたが、放射線を使った

医療方法を知れて興味が湧きました。”など、今回も本プログラムの目的に合致した記述がみられた。 

 広報活動については、大阪大学ホームページにイベント情報を登録するとともに、“大阪大学２１世紀懐徳

堂”（大阪大学が実施する市民向けイベントを支援する組織）を通じて、関連施設や駅の所定コーナーにポス

ターの配架を依頼する予定であったが、日本学術振興会ホームページに実施プログラム一覧が掲載されると

同時に応募が届き始め、６月２１日には定員を超える２２名の応募となった。その後、キャンセル２名と、前日

に３名の欠席の連絡があり、受講者は１７名となった。 

本プログラムは、３回目の採択となるが、毎回、参加希望者が募集人数を上回っている。募集人数を増やし

たい状況ではあるが、そのためには製作キットの準備と当日のプログラムの進行に少し工夫が必要である。 

 最後に、実施分担者から本プログラムに対し、今年も“非常に有意義である”、“有意義である”との評価をい

ただいた。 

 なお、本学事務担当者の支援と監督のもと、本プログラムに関わる物品購入、謝金支払を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【実施分担者】 

佐藤 文信 工学研究科・准教授 

伊達道 淳 工学研究科・技術主監 

吉岡 潤子 工学研究科・技術専門職員 

三宅 陽治 工学研究科・技術職員 

竹内 昭博 工学研究科・技術専門員 

岩田 喜一 工学研究科・技術専門職員 

井田 敦也 工学研究科・技術職員 

岸田 憲明 工学研究科・技術職員 

山﨑 元気 工学研究科・技術職員 

 

【実施協力者】     ７ 名 

 

【事務担当者】 

淀川 尊史 工学研究科研究協力室産学連携係・主任 

創造工学センター大須賀公一センター長から

受講生への「未来博士号」授与の様子。 


